
 

指導改善の方策 

 

【中学校３年生 理科】 

目標値 57.8％ 市平均正答率 63.2％  ＜２年生内容別正答率のグラフ(%)＞ 

 

 ※ 目標値－５ポイント ≦ 目標値と同等 ＜ 目標値＋５ポイント 

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

７ （２） 電流の性質 実験で使った抵抗器の，電圧と電流の関係を理解している。 

問題  

〔実験〕 

① 抵抗器，電流計，電圧計，電源装置を用いて図 1の回路図の回路をつくった。電源装置で抵抗器に

加える電圧を変化させて，電流の大きさを調べた。 

② ①と同じ抵抗器を２つ用いて，図 2，図 3の回路図の回路をつくった。電源装置で抵抗器２つに加

える電圧を変化させて，電流の大きさを調べた。 
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仙台市平均正答率 目標値 (%)

市平均正答率は目標値と同等である。（○：成果  ●：課題） 

①「化学変化と物質の質量」では，目標値を9.6ポイント，「生物と細胞」では，目標値を 5.6ポイント，「動

物のからだのつくりとはたらき」では，目標値を 18.1ポイント，「動物の分類と生物の進化」では，目標

値を 17.8ポイント，「電流の正体」では，目標値を 16.2ポイント，「日本の気象」では，目標値を 11.8

ポイント上回っている。 

❶「電流の性質」では，直列回路と並列回路の性質を問う設問において，目標値を 25.3ポイント下回ってお

り，回路の種類による電圧，電流，抵抗の違いについて，理解できていないことが考えられる。 

❷「電流と磁界」では，目標値を 9.7ポイント，17.4ポイント下回っている設問があり，磁力線についての

理解に課題が見られる。※平成 28年度仙台市学力向上に関する調査・実践報告書 P183参照 

❸「大気中の水蒸気の変化」では，目標値を 12.3ポイント，43.6ポイント下回っている設問があり，大気中

の水蒸気の変化を粒子モデルで考えることについて課題がある。 

分析結果 



 

①，②の結果をグラフにまとめると，図 4のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）図 4で，実験の①（図 1の回路図）の結果を表しているグラフはどれですか。図 4の１～３から１つ

選びなさい。 

 

正答（正答率 34.7%） 誤答（誤答率 64.3% 無解答率 1.0%） 

２ １…41.7%  ３…22.6% 

 

２ 指導改善に向けて 

回路の性質についての理解を深めるために 

 この設問では，直列回路と並列回路における電圧，電流，抵抗の大きさについての理解が問われている。抵抗

器が一つの場合に最も大きな電流が流れると考えた誤答が多かったことから，抵抗器のつなぎ方によらず，抵抗

器が多いほど回路全体の抵抗が大きくなると理解をしていることがうかがえる。 

 回路の性質についての学習では，電流と電圧の実験を順に行うことが多く，同時に行うことは少ない。また，

オームの法則の学習では，複数の抵抗器を使った回路で実験を行うことは少ない。基本的な事項を理解しやすく

するために，通常は項目ごとに，最も単純なモデルを使って指導している。そのため，それぞれ学習したことを

関連付けて考えることを苦手としていることが考えられる。この設問の誤答が多かった原因として，抵抗器が一

つの場合と二つの場合という，別々に学習したことを結び付けて考えられなかったためと推察される。 

 指導に当たっては，学習したことを総合的に活用して取り組む課題を取り入れていくことが望まれる。 

 

３ 改善事例 「直列回路と並列回路の性質」 

１ 指導のねらい 

  直列回路と並列回路の性質についての理解を深める。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

（１）概要 

 オームの法則や直列回路の性質，並列回路の性質を学習した上で，理解を深めるための探究的な実験

を行う。 

（２）実験の準備物 

・電流計     ・電圧計     ・乾電池 ２個    ・電池ケース ２個 

・導線      ・豆電球 ２個（定格電圧が 1.5Vまたは 2.5Vのもの） 

（３）指導の流れ 

① 豆電球が一つのとき，乾電池２個を直列に使うと明るくなることを演示する。 

② 課題「２個の電球を同時にできるだけ明るくつけてみよう」を設定する。 

与えられた道具だけを使って，２個の電球を同時にできるだけ明るくつける課題であることを説明

する。 

③ 個別に仮説を立てさせたあと，班の中で意見交換させる。 

④ 班ごとに仮説で予想した回路を試行させ，正解を確認させる。 

⑤ 探求的な課題を再設定する。 

「乾電池を直列，豆電球を並列につないだときに，最も明るくなる理由を説明しよう」 

班ごとに探求的に調べられるように，状況に応じて以下のことを助言する。 

・直列回路や並列回路に関する既習事項を基に考える。 

 



 

・電流計や電圧計を活用し，測定値と説明に矛盾する点がないか確かめる。 

・どの仮説が正しいかを確かめていく。 

・二つの異なる回路で比較をする（変える条件，変えない条件を整理して行う）。 

・明るさを比較したいときは，乾電池１個，豆電球１個のときの明るさを「中」として，３段階で

考える。 

・回路図を使って記録をとる。 

・電流と電圧だけでなく，回路の抵抗やオームの法則について考えさせてもよい。 

※ 自分たちで進められない班には，比較する二つの回路の例を示す。 

① ワークシートに説明をまとめさせたり，発表させたりする。 

（４）留意点など 

この設問は，回路全体に加える電圧と流れる電流の大きさについての出題なので，実験を行っても，

回路全体に流れる電流や回路全体の抵抗に着目しなければ，改善策として不十分な点がある。そこで，

回路全体に流れる電流に着目した班に発表させたり，実験中に回路全体の抵抗について考えるように促

したりすることが必要となる。また，電力の学習の後であれば，消費電力や乾電池の消耗に着目させて，

同様の実験を行うこともできる。この実験で電力を考えると，回路全体に流れる電流の大きさに自然に

着目できるので，設問に対する改善策となり得る。 

この実験のねらいは，回路全体に流れる電流や回路全体の抵抗について確認させることだけでなく，

直列回路と並列回路の性質についての理解を統合させることにある。そのためには，教師が教え込むの

ではなく，生徒自身が回路の性質について深く考え，学んだ知識を活用して課題解決することが大切で

ある。 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

１３ （２） 大気中の水蒸気の変化 窓ガラスに水滴が結露するときの粒子モデルを考えることができる。 

問題  

 窓ガラスに水滴が結露するようすを，粒子のモデルを使って表すとどのようになりますか。次の１～４か

ら１つ選びなさい。ただし， は気体としてふくむことのできる水（水蒸気）， は気体として空気中に

ふくまれている水（水蒸気），●は結露によってできた水を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答（正答率 16.4%） 誤答（誤答率 81.1% 無解答率 2.5%） 

２ １…15.1%  ３…29.5%  ４…36.5% 

 

２ 指導改善に向けて 

 大気中の水蒸気の変化を粒子モデルで考えられるようにするために 

この設問では，気温によって飽和水蒸気量が変化し，水蒸気が凝結するようすを，粒子モデルを使って考えら

れるかが問われている。誤答は３と４に集中しており，「水の量が増えたために凝結が起こった」というモデル

を選択した生徒が多かった。 や ，●で表されているものが，それぞれ何を示すかを深く考えずに，凝結し



 

た水が多くみられるモデルを安易に選択したものと考えられる。 

目で捉えられない事象や現象を考えることは難しいため，可視化，単純化するために粒子モデルが用いられる

ことがあるが，モデルの意味を理解していない場合には，モデルがかえって理解を難しくすることが考えられる。 

指導に当たっては，モデルの意味をしっかりと把握させ，事象や現象とモデルを対比させながら考えさせるこ

とが重要である。 

 

３ 改善事例 「大気中の水蒸気の変化」 

１ 指導のねらい 

  大気中の水蒸気の変化を粒子モデルで考えられるようにする。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

（１）飽和水蒸気量について説明する。 

（２）気温と飽和水蒸気量の関係を表すグラフを提示する。 

・気温と飽和水蒸気量の関係を表すグラフのみを提示する。教科書にある複合的なグラフは，視点が分

かりにくいので，学習内容の整理の段階で用いる。 

・気温が高くなると飽和水蒸気量が大きくなること，また，気温が低くなると飽和水蒸気量が小さくな

ることを強調して伝える。 

・ＰＣと大型モニター，プロジェクターなどを利用して，グラフの上にグラフを重ねていくような方

法が考えられる。また，画像編集ソフトのレイヤ機能を使ったり，PowerPointを使ったりすること

も考えられる。あるいは，拡大機で大きく複写したグラフを黒板に貼り，手書きで書き込んでいく

方法もある。 

（３）温度が高く，水蒸気がある程度含まれている空気を例として，（２）のグラフに重ねて，棒グラフで

表す。 

・棒グラフの高さが水蒸気量を示していることを説明する。 

・ＰＣの活用が有効である。例えば，新たに加えた棒グラフを消して，再び考え直させることができる。 

（４）棒グラフより上で，飽和水蒸気量の曲線より下の部分の高さが何の量を示すのかを考えさせる。 

（５）今回の設問と同じ記号を，棒グラフに書き込んでいく。 

・ は空気に含まれている水蒸気， は更に含むことのできる水蒸気とし，グラフ内部と上部に，そ

れぞれ敷き詰めるように書き込む。 

（６）グラフと同様の状態を示す空気の立方体モデルを提示する。 

・グラフと同じ記号（ ， ）を用いるとともに，数も同じにする。 

・棒グラフと，空気の立方体モデルが同じ状態を示したもので，表現が異なるだけであることをしっか

り伝える。 

（７）露点まで温度を下げたときのようすが，棒グラフと立方体モデルでどのように表されるかを考えさせ

る。 

・棒グラフと空気の立方体モデルを関連付けて考えさせることが重要である。 

・気温が下がるようすを，棒グラフが移動するアニメーションとして提示できると，理解しやすくなる

と考えられる（徐々に が減っていくようすなど）。 

・露点について説明する。 

（８）更に温度を下げたときに，どのようなことが起こるかを考えさせる。 

・棒グラフと空気の立方体モデルを考えさせる。 

・平成 28年度「学力向上に関する調査・実践報告書」のP179に掲載されている棒グラフ型伸縮容器

を利用するとよい（溶解度に関する授業改善として示されたもの）。 

（９）教科書のグラフや図を使って，学習内容の整理を行う。 

（10）学習内容の確認のための課題に取り組ませる。 

［課題の例］ 

・冬に息を吐くと，白く水滴が表れる理由を空気の立方体モデルを使って説明させる。 

・空気の状態を提示し，凝結する水の質量を求めさせる。 

・空気の状態を提示し，露点を求めさせる。 

 


